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ユ580～1600年 14 888．50 14 888．50
1601～1620 1 5．60 15725．80 2 61．001 4．00 19 796．40
1621～1640 3 166．0010 562．0015 516．398 72．901 0．3010 395．802 97．70 49 1，511．39
1641～1660 6 362．503 152．7012 247．00 8 247．719 641．501 109．0039 1，760．41
1661～16808 87．006 527．462 46．5817 416．70 8 232．008 518．204 85．50 53 1，913．44
1681－17003 60．002 2，475．002 14．2015 88．70 3 21．00 3 41．90 28 2，700．80
1701～17201 6．4G 6 343．542 26．001 15．00 ユ0 390．94
1721～1740 1 233．00 3 75．00 4 308．00
1761～1780 1 2．00 1 15．00 2 17．00
1781～18002 4．00 3 25．101 2．00 5 40．00 1 3．40 12 74．50
1801～1820 8 26．212 20．003 15．00 3 14．80 16 76．01
1821～184G 3 863．0016 89．998 62．082 40．00 8 32．00 37 1，087．07
1841～18601 12．00 2 13．008 61．51 1 4．20 3 115．40 4 6．30 19 1，251．01
1861～188G 13 508．5212 54．60 2 ユ20．001 2．00 28 685．12
1881～1900 3 130．75 3 130．75























































































全　　　　県 1，159 L326 1，644 1，855








邑　久　郡 1，596 1，654 2，069 2，338























浅　口　郡 1，083 1，181 1，941 2，253
小　田　郡 1，065 1，331 1，561 1，829











































厩肥・柴草 人　　糞 魚　　肥 油粕・豆粕 その他
全　　　　県
??? ??? ??? ???
15　％
和　気　郡 40 26 13 6 15
赤　坂　郡 58 20 7 9 6
磐　梨　郡 55 22 ．? 7 10
邑　久　郡 30 25 15 22 8
上　道　郡 21 25 15 20 19
岡　山　市 ユ5 30 35 20 0
御　野　郡 7 30 50 10 3
津　高　郡 50 21 11 7 11
児　島　郡 18 30 20 16 16
都　宇　郡 14 10 32 14 30
窪　屋　郡 14 10 30 27 19
下　道　郡 32 15 27 15 11
賀　陽　郡 20 40 20 11 9
浅　口　郡 13 7 45 25 10
小　田　郡 19 20 42 15 4
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註1）各年度の『岡山県統計書』より，
　2）　（　〉内は増減率．
ただし明治23・26年は両年度の『岡山県勧業年報』より作成
??
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る。それが明治23・一一・26年の1ヵ年平均では備前が備中の48．2％を上まわる
最高の48．3％となっていて，この間の小作地率の増大が備前においていっそ
う顕著であったことを再度確認できるであろう。それは当初より小作地率の
高かった児島，御野面郡におけるいっそうの増大とともに，和気，上道，邑
久，磐梯等の当初は高くなかったこれら備前東部の諸郡における著しい増大
に大きく依拠しているのである。当初は小作地率が高かった備中の停滞は，
それがとくに高かった浅口以東の正油の多くにみられた増加の停滞によっ
ているのである。いずれにしても，当初より小作地率が高かった備前西部か
ら備中東部にかけての地域もなお小作地化は進んでいるが，この間に備前東
部の地域では急速な小作地化が進展しているところに著しい特徴があるとい
える。
　ところで，先に土地移動の状況を検討したが，そこでは備中の諸郡はその
多くが土地移動は総じて著しくなかった。そして，小作地率は当初より高
いもののその後の小作地化の進展は停滞的である。その典型ともいえるの
が浅口郡であるが，ここは当初の時点にはすでに農民の土地喪失，地主的
土地集積と小作地化が大きく進んでいたといえよう。ここが近世期の商品
生産農業の最たる棉作の一中心地であったところであったことと深くかか
わっているであろう。備前西部から備中東部にかけての地域に土地売買の著
しいところがあった。児島，窪屋の両面等であるが，ここも当初より小作地
率は高く，小作地化が進展していたところである。そこでは，なお土地売買
が活発にみられたが，しかし，小作地心は上昇していない。ここでは中小地
主の土地喪失がこの時期にみられたものといえよう。以上に対して備前東部
の諸郡は，土地移動が小作地心の急速な上昇と結びついているといえる。立
面郡にその典型をみることができるであろうが，和気郡，邑久郡等も同様の
地域といえるであろう。備前東部の地域は，この時期に農民の土地喪失，地
主的土地集積が一挙に進展したものと思われる。
　以上のごとき土地移動と集積の状況下での農家の自小作別構成をみよう。第
一72一
地主制成立期岡山県備前東部地方の農業・農村事情　73
第7表　岡山県南諸郡の自小作別農家構成
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????????????????????????】??
????????????????????????????????
????
???
?????????????????????????
????????????????????????????????????????????????????????
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?????????????????????
????????
??
?????????????????????
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?????????????
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?????????????????????
???」?????????????? ??
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註1）各年度の『岡山県統計書』より作成．
7表によれば，明治16年の自小作別構成は全県では自作34．7％，小作16．0％で
あるが，備中が前者はそれより小さく，後者はそれより大きく，備前が前者
は大きく，後者は小さいというようにその逆になっている。備中において小
作農化が最も進んでいる。県南諸郡で前者が全県より小さく，後者が全県よ
りも大きいのは三半，窪屋，下道，賀陽，小田，後月の二二でいずれも備中
の諸郡である。備中では浅口郡のみが異なる数値を示す。備前諸郡は児島郡
が小作が全県を上まわることを除いて，いずれの郡も自作が全県よりも大き
く，小作が全県よりも小さい。備前は小作農化が総じて備中よりも進展して
いないといえるが，自作が大きく，小作が小さいのは赤坂，磐梨，邑久の諸
郡であって，和気郡を除いて備前東部地方は県南では小作農化が最も進ん
一73一
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でいないところとなっている。このような状況であったが，30年の数値によ
ると，この間に総じて小作農化がいっそう進展していること，16年号それの
小さかった諸郡は多くの場合それがいっそう激しいこと，そして，それにも
かかわらず，展開度に同様の地域的差異のあること，このようなことをみる
ことができるであろう。
　後年のこの岡山県において大地主が多くあったのは児島郡，都窪郡を中心
とした備前西部から備中東部にかけての地域であるが，備前東部地方もまた
そこに準ずるところであった。それはすでに明治20年代の初めにそのように
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）
なっていた。すなわち，明治23年の「貴族院多額納税者議員互選人名簿」に
よれば，この上位15人の居村は児島郡3，窪屋郡4，都宇郡1，賀陽郡1（以
上の地域の合計は9）であるとき，上道郡1，邑久郡2というようにである
（その他に県北の西北条，吉野，真島の3郡に散在している）。このように備
前東部地方にはすでに大地主が存在していたのである。
（5＞近代諸産業の展開
　それでは最後に農業・農村事情の動向に影響を与える資本制的諸関係の展
開の地域的様相を概観しよう。
　第8表は明治30年の工場，会社，銀行の郡別所在状況を示すものである。
まず工場であるが，工場解職工数ともに備中が最大で，前者の57．0％，後
者の55．5％を占めているが，それは呼屋，浅口，都宇そして賀陽の諸々に集
中している。備前では岡山市と児島，上道両面にみられる。工場用石炭消費
高をみると備前が備中をわずかではあるが上まわっていて，この備前にお
いて最も近代工業の展開があったともいえよう。郡別では浅口郡が30．2％
で抜群のウェイトを占め，ついで児島郡が24．0％でここも大きい。岡山市，
（19）難波保夫「岡山県貴族院多額納税者議員互選入名簿」『研究会誌』（岡山大学日本経
　済史研究会）第2号　1978年による。
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第8表　岡山県南諸郡の会社・銀行・工場 （明治30年〉
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註1）　『明治30年岡山県統計書』より作成．
　2）工場数のかっこ内は，うち原動機使用工場数，職工数のかっこ内は，うち男工数．
???????????????????、?
?
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窪屋，小田両郡がそれらに続く。邑久郡などの備前東部の諸郡は工場，職
工，石炭消費高のいずれにおいてもOか，あるいはきわめて小さいかであ
る。つぎに，会社，銀行をみる。会社数は備前に最も多いが，それは岡山
市とともに児島郡に多い。その他では，賀陽，都悪場や上道の諸郡にある。
備前東部地方は2郡が0，1郡が2というように無に近いが，和気郡のみ10
という数の会社のあることが目をひく。銀行は浅口郡に最も多く，ついで児
島郡，岡山市である。備前東部の諸郡にはそれぞれに1，2あるにすぎない。
以上のことからみて，岡山県における近代諸産業の展開は備前西部から備中
南部にかけての地域において顕著にみられたのであるが，邑久郡等の備前東
部の地域にはほとんどといってよいくらいにみられなかったのである。
　最後に近代交通網の形成の影響をみよう。岡山県下に山陽鉄道が開通した
のは明治24年，この山陽鉄道と県北美作地方を結ぶ中国鉄道の開通が31年，
海上航路によって四国と結び，また各地との交易の拠点となった宇野と山陽
線を結ぶ宇野線の開通が43年である。この明治40年前後からのしばしの期間
に各種鉄道が敷設され，ここに近代交通網の形成をみた。瀬戸内沿海地域は
物資の輸送は，従来海上交通に大きくよっていたのであるが，この鉄道網の
形成によって大きな変化が生じた。別稿においてこの時期の物資の輸送を物
　　　　　　　　　　　　　　　（20）産県外移出入によって検討したが，この物産県外移出入の地域的状況を要約
的に記しておこう。明治22年の物産県外移出入の郡別は岡山市が最大の28．8
％で，ついで浅口郡26．4％，上道郡23．9％，児島郡8．5％，小田郡7．8％等であ
る。町村別では西大寺村23　．3％，玉島村18．0％，阿賀崎村7．8％，笠岡村7．8
％，鴻村4．4％等となっている。いずれも有数の港湾があるところであり（阿
（20）拙稿「戦前期岡山県物産県外移出入状況J『岡山大学経済学会雑誌』第13巻2号
　1981年8月。なお，同じく拙稿「明治中期の岡山県における商品流通」同上誌第15巻
　第2号　1983年9月，「近代交通網の形成にともなう地域の盛衰一岡山県邑久郡牛窓
　地方の場合一」同上誌第15巻第3号　1983年11月も，この物産県外移出入についても
　検討している。
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賀崎村はその港が玉島港と一体化している），このような海上・河川輸送の
拠点を主要な出入荷地としていた。山陽鉄道開通以前の明治22年にはこのよ
うな状況であったが，その後大きくかわる。10年後の明治32年置ついてみる
と，最大は岡山市で33．5％，ついで浅口郡が22．3％，小田郡11．3％，都窪郡
9．0％，児島郡7．6％等となる。上道郡はわずか4．0％である。この上道郡の
減少ぶりが目につくであろう。個別箇所では，玉島港16．6％，笠岡駅9．4％，
倉敷駅7．5％，津山町3．0％，寄島港2．8％，田ノロ港2．4％となる。22年には
23，3％を占めていた西大寺町はわずかに1，9％にすぎなくなっている。上道
郡の凋落は，実にこの西大寺町の低落によっているのである。明治31年の物
産県外移出入の鉄道駅・港湾別構成では，港湾49．7％，鉄道駅45．1％となっ
ていて，なお前者の方が後者よりも大きいが，鉄道開通の影響は極めて大き
い。岡山市の増大にもそれをみることができるが，地元の忌避によって鉄道
が通らなかった西大寺の著しい低落にそれを最も明瞭にみることができると
いえよう。さて，備前東部であるが，邑久郡は明治22年L6％であったが，
0．94％となっている。これは牛窓村の数字であるが，ここは低下している。
和気郡は0．58％，1．2％，赤磐郡はO％，0．51％であって，邑久郡等の東部諸
郡のウェイトは小さい。備前東部地方は県外物産移出入地としての地位は低
く，それは鉄道網の形成によっていっそうそのようになっていくのである。物
資の流通面での活力を読み取ることはできないといわざるを得ないのである。
　以上のごとき検討によって，この岡山県備前東部地方の農業・農村事情の
特徴としてつぎのごときことを指摘することができるであろう。その少なか
らぬ部分が諸河川によってひらかれた谷間等にあるほか，その平野部も等し
く岡山県南の平坦部にありながら吉井川によって隔てられていて，その中心
部も千町平野と称する，岡山平野部とは隔絶された地域となっている。この
一帯は吉井川河口部分に17世紀における大規模な新田開発が行なわれたもの
の，干拓はこの時期に終了していて，19世紀に至って再びさかんに干拓が推
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進された備前西部から備中東部にかけての地方とは大きく異なっている。水
田は古田であって生産も安定し，生産力も高かった。そして，岡山県南地方
は棉作等の商品作物の栽培がさかんであったが，ここ備前東部地方はそれも比
較的に小さかった。山陽道が横断し，海上交通もあったが，海上交易の中継
地的性格の牛窓を除いて商品流通の拠点もなく，商品経済の進展の度合も相
対的に小さかったものと思われる。このようなことで，農民層の分化の度合
も大きくなかったであろうが，明治10年代後半のデフレ期において農民の土
地喪失がみられ，地主的土地集積が一挙に進んだものと思われる。この点，
商品生産がよりさかんで，商品経済の浸透がより大きく，そして，近世後半期
の新田開発を契機として大地主が成立し，その事態のうえに10年代後半にお
ける土地移動がみられた備前西部から備中にかけての地域とは大きく異なる
のである。また岡山県南は一般的には近代諸産業が展開し，資本主義的労働
市場の展開がみられたとみなされるが，備前東部地方は地域内にはそれらが
みられず，平野部はむしろ純農村的色彩を濃厚にもっところにとどまった。
そして，もともと農外就業や農家副業の条件をもっていた岡山県南にあって
も，ここ備前東部地方は備前西部から備中にかけてみられた，藺莚製造，麦
桿加工をはじめとする農家副業の広汎な展開もなく，農民は耕種農業そのも
のが生活の手段そのものであり，その故にその条件をめぐる地主・小作関係
がことのほか緊張したものとならざるを得なくなるものと思われるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1984年2月29日）
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